総合評価落札方式（簡易型）案件概要

１　工事概要

	発注担当課
	上下水道局　下水道部　下水道施設課

	工事名
	大淀処理場No.1自家発電設備改築工事

	概算工事費
	３．１億円

	工期
	～令和７年２月２８日まで（予定）

	施工場所
	宮崎市大字田吉字番所下４８５３番地４

	工事概要
	「ストックマネジメント計画」に基づく電気設備改築工事

１．自家発電設備　：No.1自家発電装置　1式、No.1発電機盤　1面　外

２．負荷設備　　　：自家発補機設備ｺﾝﾄﾛｰﾙｾﾝﾀ　1式

３．監視制御設備　：自家発補機設備補助継電器盤　1式

	総合評価落札方式となる理由
	　下水道施設電気設備については、機能発揮上、重要な設備であるが、劣化状況の把握が困難であることから、ストックマネジメント計画における時間計画保全に位置付け、計画的更新を行っている。

　本工事は目標耐用年数を超過した自家発電設備を改築更新する電気設備工事であり、受注者が既設受変電設備・自家発電設備を十分に理解し、発注仕様を満たす機器設計・製作を行う必要があることから高い技術力が要求される。

また、停電等の施設停止を伴う設備切替作業においても施設運転への影響を十分配慮し、計画的に行う必要があることから、終末処理場等における１基あたりの発電機容量が500kVA以上の自家発電設備、受変電設備を含むような同規模電気設備工事の施工実績が求められる。

しかし、市内企業においては同規模の施工実績を有している業者がないことから、対象を県外企業まで広げて、総合評価落札方式（簡易型）による条件付一般競争入札を行う。


２　技術的所見を求める評価項目

	項目
	内容

	工程管理
	○処理場運転・場内工事等を考慮した工程計画

	品質管理
	○機器製作計画等に基づく機器設計・製作、工場試験・検査

	安全管理
	○機器搬入計画等に基づく事故防止対策

	施工上の課題
	○施設停止を伴う設備切替作業に係る技術的所見

本工事における仮設設備への切替え、撤去・新設後の切替えについて、停電等の施設停止を伴うことから、処理場の運転状況を十分考慮したうえで計画的に切替作業を行う必要があるため、設備の総合試験調整と併せて技術的所見を求める。

○現場の特性に応じた対策

本工事現場である発電機室の搬入口前には、耐津波対策壁が設置されており、クレーンにて機器搬入を行う際には、限られたスペースに仮設ステージを組むなどして、通常以上の養生・安全対策を行う必要があるため、地下階や電気室への機器搬入と併せて技術的所見を求める。


